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１．はじめに

最近のソフトウェアの雑誌や本を見るとコンポー

ネントを扱ったものが多く見られます。例えば，

J2EEやActiveX関連などがそうです１）２）。ソフトウ

ェア開発の現場では，コストを抑えながら納期を短

縮するためにソフトウェアのすべてを自社開発から，

コンポーネントソフトウェアを購入しそれらをつな

ぎ合わせてソフトウェアを開発する形式に変化して

きていることがいわれています３）。コンポーネント

の代表的なものには，Visual Basicで使われている

ActiveXコントロールやオートメーションオブジェ

クト，Javaで使われているJava BeansやEnterprise

Java Beansなどがあります。

一方，コンポーネントの利用形態の面から見ると，

ビジネスロジックといわれるものが多くなってきて

います。ビジネスロジックは，簡単にはコードのコ

ンポーネントで視覚的要素を持たないものとして作

成されるものです。代表的な例としては，オートメ

ーションオブジェクトやEnterprise Java Beansがこ

れに該当します。

本内容では，このコンポーネント開発としてセミ

ナーのモデルカリキュラムやアビリティのユニット

でも取り上げられているCOMコンポーネントについ

て紹介します。

２．COMの概要

COMは，Microsoft社が策定したコンポーネント間

の通信規約です。この技術は，Microsoft社の中心的

な技術の１つで，OLE（Object Linking and

Embedding）から端を発しています。例えば，

ActiveXコントロールやオートメーションオブジェ

クトなどの基礎になっています。

COMは，裏方的な役割を持ちコンポーネントが持

つインターフェイスを公開します。COMコンポーネ

ント必須の条件に，IUnknownインターフェイスを

実装するという内容があります。IUnknownインタ

ーフェイスは，Ｃ++言語の抽象クラスとして作成さ

れており，そのなかではQueryInterface，AddRef，

Releaseという３つのメソッドが定義されています。

これらの内容は，COMの仕様で決められており，そ

の仕様に従って実装することになっています。

QueryInterfaceは，インターフェイスを公開する

メソッドです。COMコンポーネントを利用するプロ

グラムが，コンポーネントにインターフェイスの問

い合わせをする際の窓口になるメソッドです。

AddRefとReleaseは，コンポーネントの寿命を管

理するメソッドです。簡単には，コンポーネントの

寿命を管理する変数があり，AddRefメソッドが実行

されるたびに変数の値がプラス１され，Releaseメソ

ッドが実行されるたびに変数がマイナス１されます。

最終的に，変数の値が０になるとコンポーネントは

消滅します。
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COMコンポーネントを図で表す場合，図１に示す

ように表されるのが一般的です。

COMコンポーネントは，矩形で表され，COMコ

ンポーネントから伸びている手が，インターフェイ

スを表しています。COMコンポーネントでは，

IUnknownインターフェイスは必須になっており，

必ず上の所に伸びています。

また，COMは，バイナリ互換と位置透過性という

特徴を持っています。

バイナリ互換は，言語に依存しないことを意味し

ます。とにかく，COMに対応したものであればどん

な開発言語でもよく，COMコンポーネントを作成し

た言語とCOMコンポーネントを利用する言語は，異

なっていてもかまいません。例えば，Visual Ｃ++で

作成したCOMコンポーネントをExcelやAccessで使

うことができます。加えて，COMコンポーネントを

利用するプログラムを作るときに，COMコンポーネ

ントのソースコードを必要としません。インターフ

ェイスの定義部分だけがあればよいことになってお

り，インターフェイスと実装を分離したことを意味

しています。とりわけ，インターフェイスさえ変更

されなければ，COMコンポーネントの実装が変更さ

れてもCOMコンポーネントを利用するプログラムに

影響はありません。

位置透過性は，COMコンポーネントを利用するプ

ログラムを作成するときに，COMコンポーネントの

ファイルの物理的な位置を意識する必要がないとい

うことです。通常，ライブラリを使ってプログラム

を作成する場合，Ｃ言語などでいえば，ヘッダやラ

イブラリファイルの場所を特定しないと作成するプ

ログラムをコンパイルできません。要するに，ファ

イルの物理的な位置情報が必要であるということで

す。COMコンポーネントでは，基本的にそのような

情報が必要なくなっています。必要な情報は，

Windowsのレジストリデータベースから取得します。

このような状況から，現在のところCOMに対応した

OSは，Windowsしかありません。

３．IDispatchインターフェイス

Visual BasicやASPのプログラムでよく利用されて

いるIDispatchインターフェイスを紹介します。

IDispatchインターフェイスは，オートメーションを

実現するインターフェイスです。IDispatchインター

フェイスを使うと実行時にコンポーネントが持って

いるメソッドやプロパティを知ることができるよう

になります。通常，このような解決方法をレイトバ

インディングと呼んでいます。

例えば，次に示すVisual Basicのプログラムがあっ

たとします。

Dim ｘ as Object

Set ｘ = CreateObject（"Excel.Sheet"）

ｘ.Application.Visible = True

ここでのオブジェクト変数ｘの実体については，

実行時に判明します。コンパイルの段階では，ｘが

何であるかは解釈されません。

一方，次のようなプログラムはどうでしょうか。

Dim ｘ as Worksheet

set ｘ = Worksheets（"Sheet1"）

変数ｘは，特定のオブジェクトとして宣言されて

おり実行前に解決されます。

前者のレイトバインディングを実現するのが

IDispatchインターフェイスです。Visual Basicからコ

ードコンポーネントを利用したり，ASPからコンポ

ーネントを利用する際に使われています。

インターフェイス1

インターフェイス2

ⅠUnknownインターフェイス 

COM コンポーネント 

図１　COMコンポーネント



４．COMコンポーネントの開発環境

COMコンポーネントを作成するための開発環境に

はVisual Ｃ++で使われているMFC（Microsoft

Foundation Classes Library）やATL（Active

Template Library），Visual BasicのActiveX DLL，

ActiveX EXEプロジェクトがあります。

MFCでは，CCmdTargetクラスにCOMの機能が入

っています。CCmdTargetクラスには，IUnknownイ

ンターフェイスが実装されており，このCCmdTarget

クラスを継承して作成します。

ATLは，Ｃ++言語のテンプレート機能を利用した

開発環境です。ATLでは，IUnknownインターフェ

イスを実装したテンプレートを用意しています。

Visual BasicのActiveX DLLプロジェクトや

ActiveX EXEプロジェクトは，Visual Basicのクラス

モジュールを作成することでCOMコンポーネントが

できるようになっています。MFCやATLから考える

と非常に簡単です。

５．COMの作成

ここでは，Visual Ｃ++６.０とATL3.０を使った

COMコンポーネントの作成を紹介します。ATLでの

COMコンポーネントを作成する手順は，次のように

なっています。

a 「ATL COM AppWizard」の選択

s 「ATLオブジェクトウィザード」の選択

d インターフェイスの追加

f メソッドの実装

５.１　ATL COM AppWizardの選択

Visual Ｃ++６.０のプロジェクト選択で，ATL

COM AppWizardを選択すると図２に示すダイアロ

グが表示されます。

この画面では，「DLL」や「EXE」を選択したり，

MFCのサポートをできるようにしたりする選択がで

きます。ここでは，DLLを選択し，その他はデフォ

ルトのままとします。

５.２　ATLオブジェクトウィザードの選択

ATL COM WizardではCOMコンポーネントを入

れる容器を決めたことになり，ATLオブジェクトウ

ィザードではCOMコンポーネントの骨組みを決めま

す。図３にATLオブジェクトウィザードの画面を示

します。

コンポーネントのタイプの選択肢にはいくつかあ

りますが，基本的な違いはインプリメントされるイ

ンターフェイスです。単純なCOMコンポーネントや

オートメーションオブジェクトではシンプルオブジ

ェクトが選択され，ActiveX コントロールではフル

コントロールが選択されます。ここからも，

ActiveXコントロールのベースの技術にCOMが使わ

れていることが伺えます。

ここでは，シンプルオブジェクトを選択しウィザ

ードを続けることとします。すると図４に示す画面
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図２　ATL COM AppWizard

図３　ATLオブジェクトウィザード



が表示されます。この画面では，COMコンポーネン

トの詳細を決めます。

名前タブの画面では，COMコンポーネントの名前

となるCoClassやインターフェイスの名前，プログラ

ムの中でクラス名として使われるProgIDやＣ++言語

のクラス名やヘッダファイル名，実装ファイル名を

定義します。

次の図５にアトリビュートタブの画面を示します。

アトリビュートの画面では，スレッドモデルやイン

ターフェイス，アグレゲーション（集成）の選択が

あります。スレッドモデルは，内容が難しすぎるの

でここでは省略します。インターフェイスでは，デ

ュアルとカスタムの選択があります。実行時バイン

ディングのオートメーションをサポートするだけで

あればカスタムを選択し，アーリーバインディング

もサポートするのであればデュアルを選択します。

推奨は，デュアルです。

アグレゲーションでは，他のCOMコンポーネント

の部品として機能できるようにするかしないかを選

択します。

その他，主な選択としてISupportErrorInfoサポー

トとコネクションポイントのサポートがあります。

ISupportErrorInfoサポートは，実行時のエラー処理

を行う機能を提供するインターフェイスです。

コネクションポイントのサポートは，イベントの

サポートで，COMコンポーネントに独自のイベント

を発生できるようにする機能です。これにチェック

を入れてイベントを実装すると，このCOMコンポー

ネントはイベントを発生できるようになります。こ

れによって，このCOMコンポーネントを利用するプ

ログラム側で，イベント処理プログラムを記述でき

るようになります。

ここでは，名前タブでショートの欄にCalcを入力

し，アトリビュートタブではISupportErrorInfoサポ

ートにチェックを入れてCOMコンポーネントを作成

します。

５.３　インターフェイスの追加

作成した結果のファイル一覧を図６に示します。

ATLオブジェクトウィザードを使ってCOMコンポ

ーネントをプロジェクトに追加するとヘッダーファ

イル（～.ｈ）と実装ファイル（～.cpp）と合わせて

インターフェイス記述ファイル（～.idl）が作成され

ます。COMコンポーネントでは，バイナリ互換を実
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図４　名前

図５　アトリビュート 図６　ファイル一覧



現するためにインターフェイスの定義と実装が分離

されているので，インターフェイス定義用のファイ

ルが増えます。Visual Ｃ++でMFCを使ってActiveX

コントロールを作成した経験がある方であれば，

ODL（Object Definition Language）を思い浮かべて

もらえばよいと思います。ATLでは，より一般的に

インターフェイスの記述としてIDL（Interface

Definition Language）を採用しています。IDLは，イ

ンターフェイス記述言語と呼ばれており，IDLの文

法に従って記述されます。文法は，Ｃ++言語に類似

しています。ただ，Visual Ｃ++を使ってATLで

COMコンポーネントを開発している場合は，その

IDLファイルを編集することは，そんなにありませ

ん。

クラスの一覧を図７に示します。図７より，イン

ターフェイスとして，ICalcが表示されています。ま

た，ICalcインターフェイスは，独立したICalcと

CCalcクラスの中と２つ表示されていることがわかり

ます。独立したほうが，IDLファイルに記述されて

いる内容を表し，CCalcクラスの中のほうは，ヘッダ

ファイルや実装ファイルでの実装を表します。

そして，公開する独自のプロパティやメソッドを

追加します。例えば，このCOMコンポーネントは四

則演算を提供するコンポーネントとします。このた

めに，メソッドとして足し算（Add），引き算（Sub），

掛け算（Mul），割り算（Div）を作ります。

次の図８にインターフェイスメソッドの追加画面

を示します。 この画面では，メソッド名とパラメー

タを記述します。インターフェイスの記述になるの

でIDLの文法に従って記述されます。

メソッド名は，公開されるインターフェイスメソ

ッドの名前を入力します。パラメータの部分で，

IDLの文法が現れます。ここで記述している内容は，

メソッドの引数として使うOp1とOp2，戻り値として

使われるlpRetを定義しています。

インターフェイスメソッド定義後のクラス一覧を

図９に示します。

５.４　メソッドの実装

インターフェイスの定義ができると実装するメソ

ッドのブロックができ上がっているので，実装内容

を追加します。ここでは，割り算の例を以下に示し

ます。
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図７　クラス一覧

図８　インターフェイスメソッドの追加

図９　インターフェイスメソッド



プログラムは，分母が０の場合があるので，その

場合は実行時のエラーを発生させています。

６．COMの利用

作成したCOMコンポーネントを利用したプログラ

ムをVisual Basicで作成します。図10にVisual Basicの

フォームを示します。数値１と数値２に数値を入力

して→のボタンをクリックするとCalcコンポーネン

トが計算をして結果を返し，結果に表示するように

なっています。

次にプログラムを示します。Calcコンポーネント

は，インターフェイスをデュアルにしたのでアーリ

ーバインディングをサポートしているのでその形式

で記述しています。

７．まとめ

本内容では，COMコンポーネントの概要と合わせ

てATLを使ったCOM作成について紹介しました。

COMコンポーネントは，OLEの技術をもとにできた

Windowsのコンポーネントの技術です。COMを理解

することで，プログラムにおけるコードコンポーネ

ントについて理解できます。

一方，COMコンポーネントは，アビリティのマネ

ジメント情報システム科のシステムユニットのシス

テム設計（コンポーネント）で取り上げられていま

す。アビリティのシステムユニットでは，COMコン
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図10 クライアント

STDMETHODIMP  CCalc::Div（long  Op1,  long  

Op2,  long  *lpRet） 

{ 

　　　if （Op2 == 0) 

　　　　return Error（"ゼロ割り算しています"）; 

　　　*lpRet = Op1 / Op2; 

　　　return Ｓ_OK; 

}

リスト１

Dim itf As New ATLCOM1Lib.Calc 

 

Private Sub Command1_Click（） 

　　Dim lRet As Long 

 

　　On Error GoTo ErrHandler1 

     

　　If Text1.Text = "" Or Text2.Text = "" Then 

　　　　MsgBox "数値を入力してください。" 

　　　　Exit Sub 

　　End If 

　　If　IsNumeric（Text1.Text）　＝　False　Or  

IsNumeric（Text2.Text） = False Then 

　　　　MsgBox "数値を入力してください。" 

　　　　Exit Sub 

　　End If 

　　lRet = itf.Div（CLng（Text1.Text）, _ 

　　　　　　　　　CLng（Text2.Text）） 

　　Text3.Text = lRet 

　　Exit Sub 

ErrHandler1: 

　　MsgBox Err.Description 

End Sub

リスト２



ポーネントの作成をVisual BasicのActiveX DLLプロ

ジェクトを使って行っているので，今回紹介した内

容より簡単にできます。このアビリティでは，最終

的にはASPを使ったWEB-DB連携プログラムの作成

にあります。ASPだけでは，独立したビジネスロジ

ックを実現できません。COMコンポーネントを

Visual Basicで作成してそれをASPで利用するように

考えれば，独立したビジネスロジックを実現するこ

とができ，結果として再利用可能なコンポーネント

を実現することができます。
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